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平成 17 年 5 月 24 日 

定期点検中の３号機（沸騰水型、定格電気出力１１０万ｋＷ）は、「炉心シュラウドの点検計画」等に

基づいて、炉心シュラウド等の溶接部について点検を行い、溶接部の一部にひび割れを確認しまし

た。 

本点検結果に基づき炉心シュラウド等の健全性評価を実施し、本日（５月２４日）、評価結果を国へ

提出しましたので、お知らせいたします。 
 
前回（第１２回）と今回（第１３回）の定期点検にて、電気事業法に基づく炉心シュラウドの点検対象

部位について全て点検を行うとともに、その他の部位についても自主的に点検を行いました。点検で確

認したひび割れについては、健全性評価を実施し、炉心シュラウド等の構造健全性は確保されると評

価しました。 

 

１．今回の定期点検での点検結果 

以下の溶接部にひび割れを確認しました。 

○シュラウドサポートリングの外側溶接部（Ｈ７ａ，Ｈ７ｂ）付近 

○シュラウドサポートシリンダとシュラウドサポートレグとの内側溶接部（Ｈ１０） 

○上部胴外側縦溶接部（Ｖ２）付近 

○下部リング外側縦溶接部（Ｖ６）付近 

（平成 17 年 2 月 8 日、2 月 28 日お知らせ済み） 

なお、他の溶接部（Ｈ１内側、Ｈ２内側、Ｈ６ａ内側、Ｈ６ｂ内・外側、Ｖ１内・外側、Ｖ２内側、Ｖ３内・

外側、Ｖ５外側、Ｖ６内側、Ｖ７内・外側、Ｈ８上側、Ｈ９上側、Ｈ１０外側、Ｈ１１内・外側）についても点

検を行い、ひび割れのないことを確認しました。 

 

２．ひび割れの原因 

これまでに確認しているひび割れとの類似性等から、ひび割れは、いずれも応力腐食割れによる

ものと推定しました。  

 

３．健全性評価結果 

今回の定期点検で、タイロッド工法（※１）による炉心シュラウドの補修工事を実施したことから、

炉心シュラウドについては、周方向溶接部のひび割れの状況に関わらず、構造健全性を確保するこ

とができます。しかしながら、このような対策の実施とは別に、炉心シュラウド等にひび割れが確認さ

れた場合は、健全性評価を行い、技術基準に適合しているかを評価する必要があります。 

今回確認したひび割れについて、以下のとおり健全性評価を実施し、炉心シュラウド等の構造健

全性は確保されることを評価しました。 

 

※１ タイロッドと呼ばれる長尺の支柱を用いて、炉心シュラウドを上下方向に挟み込み締め付け
る補修方法です。 

 

（１）シュラウドサポートリング外側溶接部（Ｈ７ａ，Ｈ７ｂ）付近のひび割れ 

シュラウドサポートリング外側溶接部付近に確認されたひび割れは、ほぼ全周に断続的に広が

っており、ひび割れの深さの平均値は５．３ｍｍ、最大値は１５．７ｍｍでした。 

シュラウドサポートリング溶接部（Ｈ７ａ，Ｈ７ｂ）付近については、前回の定期点検で、内側にひ

び割れを確認しており、ひび割れを残したまま運転を継続することについて、国に特殊設計施設

３３３３号機号機号機号機    炉心シュラウド等の健全性の評価結果炉心シュラウド等の健全性の評価結果炉心シュラウド等の健全性の評価結果炉心シュラウド等の健全性の評価結果についてについてについてについて    （続報）（続報）（続報）（続報） 

http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/joukyo/detail/117/data/tenken0125.pdf
http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/joukyo/detail/124/data/unten0208.pdf
http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/joukyo/detail/135/data/untenH170228-3.pdf
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認可の申請を行い、その後５年間の運転を継続することについて認可を受けました。 

今回の健全性評価に際しても、内側のひび割れは既に国に認可を受けた評価を適用したこと

から、現在及び、認可を受けた残りの期間である３．４８年後の評価を行いました。 

その結果、現在及び３．４８年後においても、炉心シュラウド等の構造健全性は確保されると評

価しました。 

 

（２）シュラウドサポートシリンダとシュラウドサポートレグとの内側溶接部（Ｈ１０）のひび割れ 

    シュラウドサポートシリンダとシュラウドサポートレグとの内側溶接部に確認されたひび割れは、

周方向溶接線に垂直な形状（縦方向形状）であり、ひび割れ深さの最大値は２４．６ｍｍでした。 

今回確認されたひび割れについては、今後の進展を考慮しても、シュラウドサポートの構造健

全性は確保されると評価しました。 

 

（３）上部胴外側溶接部（Ｖ２）付近及び下部リング外側縦溶接部（Ｖ６）付近のひび割れ 

上部胴の縦溶接部近傍に確認されたひび割れは、縦溶接線に沿った形状であり、ひび割れの

長さは約３５ｍｍ、ひび割れ深さの平均値は６．８ｍｍ、最大値は９．１ｍｍでした。また下部リング

外表面の縦溶接部近傍に確認されたひび割れは、縦溶接線に沿った形状及び複雑な形状であり、

ひび割れの最大長さは約４０ｍｍ、ひび割れ深さの平均値は７．５ｍｍ～１２．７ｍｍ、最大値は  

１７．３ｍｍでした。 

今後、これらのひび割れの進展を考慮しても、炉心シュラウドの構造健全性は確保されると評

価しました。 

 
構造健全性を確保する

のに必要な量 

必要量に 

達するまでの時間 

Ｖ２付近のひび割れ 
上部胴長さで 

約５２ｍｍ 
約１０５年 

Ｖ６付近のひび割れ 
下部リング厚さで 

約６ｍｍ 
約３６年 

 

４．前回の定期点検で確認されたひび割れについて 

ひび割れの進展に関する知見の蓄積の観点から、前回の定期点検で確認されたひび割れの一

部について調査を実施しました。 

調査の結果、ひび割れの進展は、前回実施した炉心シュラウド等の健全性評価の予測範囲内

であり、炉心シュラウド等の構造健全性が確保されていることを確認しました。 

ひび割れの測定値（平均値） ひび割れの進展量 
 

今回（①） 前回（②）（※２） ①－② 進展評価による予測値 

Ｈ４内側 

（長さ方向の進展） 
約３９ｍｍ 約２４ｍｍ 約１５ｍｍ 約７３ｍｍ 

Ｈ６ａ外側 

（深さ方向の進展） 
９．１ｍｍ ９．１ｍｍ ０ｍｍ 約 ５ｍｍ 

Ｈ７ｂ内 

（長さ方向の進展） 
約１０ｍｍ 約１０ｍｍ ０ｍｍ 約１７ｍｍ 

Ｈ７ａ，ｂ内 

（深さ方向の進展） 
９．８ｍｍ ９．３ｍｍ ０．５ｍｍ 約 ８ｍｍ 

※２ 確認されたひび割れ全部の平均値ではなく、今回の点検範囲に対応するひび割れの平均値 

以  上 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

原子炉圧力容器 

シュラウド 
サポートプレート シュラウド 

サポートシリンダ 

シュラウド 
サポートレグ 

約 37ｃｍ 

約 16ｃｍ 
ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞ
とｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞとｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞとｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞとｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞ
の内側溶接線の内側溶接線の内側溶接線の内側溶接線    
（（（（Ｈ１０内Ｈ１０内Ｈ１０内Ｈ１０内））））    

  

約 10ｃｍ 

約 27ｃｍ 

約 5ｃｍ 

約 5ｃｍ 

中間部胴 

下部胴 

下部リング外側下部リング外側下部リング外側下部リング外側    
縦溶接線（Ｖ６外）縦溶接線（Ｖ６外）縦溶接線（Ｖ６外）縦溶接線（Ｖ６外）    

下部リング

中間部胴

上部胴

炉圧力容器 

上部リング 

中間部リング 

シュラウド 
トリング 

ュラウド 
シリンダ 

下部胴

シュラウド 
トプレート 

炉心シュラウド 

下部胴 

シュラウドサポートリング 
外側溶接線（Ｈ７ｂ外） 

シュラウドサポートリングシュラウドサポートリングシュラウドサポートリングシュラウドサポートリング    
外側溶接線（Ｈ７ａ外）外側溶接線（Ｈ７ａ外）外側溶接線（Ｈ７ａ外）外側溶接線（Ｈ７ａ外） 約 5ｃｍ 

約 6ｃｍ 

約 5ｃｍ 

約 7ｃｍ 
シュラウド 
サポートリング 

シュラウド 
サポートシリンダ 

③シュラウドサポートリング外側溶接部付近の拡大図 

 浜岡３号機 ひび割れの確認された炉心シュラウド等の溶接部 

炉心シュラウドの仕様 
○材料：ステンレス鋼（ＳＵＳ３１６Ｌ）

○高さ：約６．７ｍ（上部リングから

シュラウドサポートリングまで） 
○内径：約５ｍ 
○重量：約５２トン 

①上部胴外側縦溶接部付近の拡大図 

約5ｃｍ 

約 7ｃｍ 

約 21ｃｍ 

約 11ｃｍ 

約 15ｃｍ 

約 90ｃｍ 

約 10ｃｍ 

上部胴外側縦溶接線上部胴外側縦溶接線上部胴外側縦溶接線上部胴外側縦溶接線

（Ｖ２外）（Ｖ２外）（Ｖ２外）（Ｖ２外）    

スカート 

上部リング 

ヘッドボルト
ブラケット 

中間部リング

④シュラウドサポートシリンダとシュラウドサポートレグ 
の内側溶接部付近の拡大図 

①①①①    

②②②②    

③③③③    

④④④④    

シュラウド 
ポートレグ 

②下部リング外側縦溶接部付近の拡大図 
原子

サポー

シ
サポート

サポー

サ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シュラウドサポートリング溶接部（Ｈ７ａ、Ｈ７ｂ）付近のひび割れシュラウドサポートリング溶接部（Ｈ７ａ、Ｈ７ｂ）付近のひび割れシュラウドサポートリング溶接部（Ｈ７ａ、Ｈ７ｂ）付近のひび割れシュラウドサポートリング溶接部（Ｈ７ａ、Ｈ７ｂ）付近のひび割れ     

（１）現在の健全性評価（１）現在の健全性評価（１）現在の健全性評価（１）現在の健全性評価 

①シュラウドサポートリング内側 

（ａ）Ｈ７ａ付近に断続的に存在する周方向のき裂については、約１６．６ｍｍ（※１）のひび割れが全周にあるも

のと仮定。 

（ｂ）Ｈ７ｂ付近に認められた６箇所のＹ字型のひび割れについては、保守的に板厚方向に貫通しているものと仮

定。 

②シュラウドサポートリング外側 

・５．３ｍｍ（※２）のひび割れが全周にあるものと仮定。 

 

※１：前回の定期点検で測定したひび割れ深さの平均値に、現在までのひび割れの進展予測量を加えた値。 
 

※２：今回の定期点検で測定したひび割れ深さの平均値。 

 

 

上記①、②を重ね合わせて健全な部分の面積（残存面積）を求め、残存面積が最低限必要な残存面積に比べ

て大きいことを確認しました。 

炉心シュラウド等の健全性評価（１）炉心シュラウド等の健全性評価（１）炉心シュラウド等の健全性評価（１）炉心シュラウド等の健全性評価（１） 

（２）今後の健全性評価（２）今後の健全性評価（２）今後の健全性評価（２）今後の健全性評価     
ひび割れが半径方向及び周方向に広がっていくものとして、３．４８年後の残存面積を求めたところ、最低限必

要な残存面積に比べて大きいことを確認しました。 

ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾘﾝｸﾞ  

内側のひび割れ  

① (a)  

ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾘﾝｸﾞ  
外側のひび割れ  

②  

ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾘﾝｸﾞ内側の  

Ｙ字形のひび割れ  

及びﾎﾞｰﾄｻﾝﾌﾟﾙ採取箇所  

① (b )  

＋ ＋ 

残存面積  
 
（３）まとめ（３）まとめ（３）まとめ（３）まとめ     

    評価の結果、現在及び３．４８年後においても、炉心シュラウドは必要な強度を確保していると評価

しました。  
３．

最低限必要な残存面積（約 32％）

100％ 

タイロッド

め、ひび

関係なく

保できま
新設時の残存面積
図 シュラウドサポー

現在の残存面積

４８年後の残存面積  

 

 

 工法を実施したた

割れの進展状況に

、構造健全性を確

す。  
約 68％

現在までのひび割れの  

進展による面積の減少  

約 38％
トリングの残存面積

３．４８年後のひび割れの  
進展による面積の減少  

 
１００ [％]
０
の比較  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞとｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞとの内側溶接部（Ｈ１０）のひび割れｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞとｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞとの内側溶接部（Ｈ１０）のひび割れｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞとｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞとの内側溶接部（Ｈ１０）のひび割れｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞとｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞとの内側溶接部（Ｈ１０）のひび割れ     

 
（１）健全性評価方法（１）健全性評価方法（１）健全性評価方法（１）健全性評価方法  

確認したひび割れは、いずれも縦方向であったことから、シュラウドサポートレグ全数（１２箇所）に、１箇所あたり多数

（９本）（※３）の貫通した縦方向のひび割れがあるものと仮定し、シュラウドサポートの構造健全性の評価を行いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価結果（２）評価結果（２）評価結果（２）評価結果  
シュラウドサポートレグ全数（１２箇所）に１箇所あたり多数（９本）

評価結果とシュラウドサポートレグが健全な場合の評価結果に、大

全性に殆ど影響を及ぼさないこと（※４）を確認しました。これにより

後の進展を考慮しても、シュラウドサポートの構造健全性は確保され

 

※４  縦方向のひび割れがあっても、シュラウドサポートが崩
が、Ｓ２地震により発生する荷重（Ｓ２地震荷重）に対し、
ました。  
 

最大 
評価結果

シュラウドサポートレグが  
健全な場合  約３．５

１箇所あたり多数（９本）の貫通し

た縦方向のひび割れがある場合  約３．１

 
 
また、目視点検で確認されたひび割れは縦方向形状でした

力評価を行った結果、周方向への進展は非常に遅く、板厚の

このため、上記の縦方向のひび割れの評価に加えて、縦方

の半分、長さがシュラウドサポートレグ幅の周方向のひび割

シュラウドサポートの構造健全性は確保されると評価しました。 
 
 

 
 

炉心シュラウド等の健全性評価（２）炉心シュラウド等の健全性評価（２）炉心シュラウド等の健全性評価（２）炉心シュラウド等の健全性評価（２） 

※３  ：

H10：板厚方向貫通き裂（９本／レグ１箇所）  
 縦方向のひび割れは構造健全性に与

える影響が少ないことを確認するため、

解析に用いた評価モデルにて設定でき

る最大数の（シュラウドサポートレグ１

箇所あたり９本）の縦方向のひび割れ

を仮定。  
の貫通した縦方向のひび割れがある場合の

きな差はなく、縦方向のひび割れが構造健

、今回確認された縦方向のひび割れは、今

ると評価しました。 

壊しない範囲の最大の荷重（最大荷重）
１．５倍以上の裕度があることを確認し

荷重／Ｓ２地震荷重  
 判定基準  

 

 
１．５以上 

が、周方向への進展について、残留応

半分以下で停留すると評価しました。  
向の貫通したひび割れと、深さが板厚

れを仮定し、健全性評価を実施した結果、



 

 

浜岡３号機炉心シュラウド等点検結果一覧 

点検結果 
溶接部名称 

第１２回定検 第１３回定検 

内側 － 異常なし 
上部ﾘﾝｸﾞと上部胴の溶接部 Ｈ１ 

外側 異常なし － 

内側 － 異常なし 
上部胴と中間部ﾘﾝｸﾞの溶接部 Ｈ２ 

外側 異常なし － 

内側 異常なし － 
中間部ﾘﾝｸﾞと中間部胴の溶接部 Ｈ３ 

外側 異常なし － 

内側 ひび割れ確認 （定点調査）※１ 
中間部胴上半と下半の溶接部 Ｈ４ 

外側 異常なし － 

内側 － 異常なし 
下部ﾘﾝｸﾞと中間部胴の溶接部 Ｈ６ａ 

外側 ひび割れ確認 （定点調査）※１ 

内側 － 異常なし 
下部ﾘﾝｸﾞと下部胴の溶接部 Ｈ６ｂ 

外側 － 異常なし 

内側 ひび割れ確認 （定点調査）※１ 
ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾘﾝｸﾞと下部胴の溶接部 Ｈ７ａ 

外側 － ひび割れ確認 

内側 ひび割れ確認 （定点調査）※１ 

電
気
事
業
法
に
基
づ
く
点
検
箇
所 

ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾘﾝｸﾞとｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞの溶接部 Ｈ７ｂ 
外側 － ひび割れ確認 

ｶﾞｲﾄﾞﾋﾟﾝﾌﾞﾗｹｯﾄと上部ﾘﾝｸﾞの隅肉溶接部 － 異常なし 

ｼｭﾗｳﾄﾞﾍｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄと上部ﾘﾝｸﾞの隅肉溶接部 － 異常なし 

ｽｶｰﾄと上部ﾘﾝｸﾞ隅肉溶接部 － 異常なし 

ｱﾗｲﾅｰﾌﾞﾗｹｯﾄと中間部ﾘﾝｸﾞの溶接部 ひび割れ確認 － 

上部格子板用ﾍﾞｰｽと中間部ﾘﾝｸﾞの溶接部 ひび割れ確認 － 

内側 － 異常なし 
上部ﾘﾝｸﾞ溶接部 Ｖ１ 

外側 － 異常なし 

内側 － 異常なし 
上部胴溶接部 Ｖ２ 

外側 － ひび割れ確認 

内側 － 異常なし 
中間部ﾘﾝｸﾞ溶接部 Ｖ３ 

外側 － 異常なし 

内側 異常なし － 
中間部胴上半溶接部 Ｖ４ 

外側 異常なし － 

内側 異常なし － 
中間部胴下半溶接部 Ｖ５ 

外側 － 異常なし 

内側 － 異常なし 
下部ﾘﾝｸﾞ溶接部 Ｖ６ 

外側 － ひび割れ確認 

内側 － 異常なし 
下部胴溶接部 Ｖ７ 

外側 － 異常なし 

上側 － 異常なし 
ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞとｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾚｰﾄの溶接部 Ｈ８ 

下側※２ － － 

上側 － 異常なし 
ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾌﾟﾚｰﾄと圧力容器の溶接部 Ｈ９ 

下側※２ － － 

内側 － ひび割れ確認 
ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄｼﾘﾝﾀﾞとｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞとの溶接部 Ｈ１０ 

外側 － 異常なし 

内側 － 異常なし 

当
社
が
自
主
的
に
実
施
し
た
点
検
箇
所 

ｼｭﾗｳﾄﾞｻﾎﾟｰﾄﾚｸﾞと圧力容器の溶接部 Ｈ１１ 
外側 － 異常なし 

※１：ひび割れの進展に関する知見の蓄積の観点から、前回の定期点検で確認されたひび割れの一部について調査

を実施 

※２：溶接部に応力腐食割れの発生しにくい材質（インコネル８２）を使用しており、今回は点検対象外 



 

 

 

図１ 溶接部（H7a,b 外）近傍の 結果 
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 図４ 溶接部（V6 外）近傍の目視点検結果 
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図２ 溶接部（Ｈ１０）目視点検結果 図３ 溶接部（V2 外）近傍の目視点検結果 


